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	応用
	抗原情報
	背景
	MYCプロモーターの上流に位置する一本鎖の極上流エレメントに結合し、MYCの発現を制御する。転写の活性化因子としても抑制因子としても作用する可能性がある。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	FUBP1 抗体と DAPI (青) を使用した 293 の FUBP1 (緑) の免疫細胞化学分析。
	

	FUBP1/FBP 抗体を用いたマウス脾臓溶解物中の FUBP1/FBP のウエスタンブロット分析。
	

	FUBP1/FBP抗体を用いたK562、ラット脳、Helaライセート中のFUBP1/FBPのウェスタンブロット分析
	

	FUBP1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

